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 １章 20世紀後半のイギリスのウエディングケーキ 
     結婚式のケーキ／形態バリエーションの領域／1980年代の商業取引の変化／ウエデ
ィングケーキには何か意味があるのか。 
 ２章 イギリスのウエディングケーキはどのように区別されるか。 
     ヨーロッパ／アメリカ／オーストラリア／欧米諸国以外の国／テーマ 
 ３章 文化の創造：神話・歴史・言語 
     ヴィクトリア神話の由来／文化史と問題点／伝統的なレシピ／「ウエディングケー
キ」と「ブライドケーキ」：言葉の出現 
 ４章 ウエディングケーキがなかった時代とまだウエディングケーキではなかった時代 
     大宴会・料理・サトゥルティ（砂糖菓子）／ケーキ・特別なケーキ・結婚の儀式／
新しいものとその永続性 
第２部 イギリスのウエディングケーキの成立 
 ５章 特別なケーキ・プラムケーキ・ブライドケーキ 
     結婚式のための特別なケーキ／特別なケーキからプラムケーキへ／ブライドケーキ
／結婚式やその他の祝宴のためのケーキ 





     シュガーペーストと菓子類の始まり／マチパン／アイシングの発達／ダブルアイシ
ング／マジパン／装飾と彩色／パイピング：「新しい装飾方法」 
 ７章 ヴィクトリア時代のケーキの出現とその後 
     ピエスモンテ（大型工芸菓子）／王室の結婚式と高さのあるケーキ／商業取引と３
段ケーキの普及品／１段ずつ分けられたケーキ／彩色と上部の飾りとその他の装飾 
第３部 消費者・利用方法・意味 
 ８章 消費者と展開 
     ケーキ割り／夢と占い／飾り方／ケーキの切り方／洗礼式まで保存する／結び：消
費者と慣行 
 ９章 意味と解釈 
 10章 文化の変容となっていくのか。 























































 2 1648年出版のイギリスの詩人のロバート・ヘリックによる詩集『ヘスペリデス』中の愛の詩、The Bride-cakeにウエディ
ングケーキという言葉が登場している。ヘリックは英国国教会の牧師でもあり、宗教的に揺れ動くさなかにあって、恋愛
の詩を数多く残している。その詩の中の幾つかに、ケーキが登場するものがあり、17世紀の菓子が表現されている。 
 3 当時は、ウエディングケーキとブライドケーキの明確な区別は無かった。 
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れるように、国家と国家との結びつきや、家と家の結びつきをより安泰なものとする政略的な意
味を持つものであり、もう一つは、もっと本質的なところで純粋な恋愛によって人間同士が結ば
れる意味のものである。特に前者に重きを置く場合、結婚式という式典や祝宴は、その権力や優
位性を誇示し、万人に知らしめる装置となり、結婚式自体が社会システムの中に組み込まれてい
く。そこで登場するウエディングケーキは、最もわかりやすい形で人々の興味を引く対象となる
のである。 
 ヴィクトリア時代は、様々な神話や伝説が誕生したが、ウエディングケーキに関する神話や伝
説も登場している。上流階級の消費物が下層階級にも受容されていく経緯は、ウエディングケー
キについてみても単なる上流階級の真似事をするスノビズムだけではなく、神話や伝承などを伴
って、さらに特別なものであるとの意味付けがなされていく。また、結婚を産業として成立させ
るためにも、神話や伝説により人々の心をつかむ必要があったと考える。 
 このような点から菓子は、単なる嗜好品にとどまらず、人類学や社会学的視点でとらえること
により、文化と社会の諸相を解明できる研究対象となり得るのである。 
 
（研究紀要編集部は、編集発行規程第５条に基づき、本原稿の査読を論文審査委員会に依頼し、本原稿を本
誌に掲載可とする判定を受理する、2008年４月22日付）。 
 
 
 
